
金
滞
古
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志
巻
四

• 
意
に
て
、
御
料
理
頂
戴
罷
勝
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
右
は
利
常
卿

小
松
披
へ
隠
居
し
給
う
て
、
鹿
安
元
年
に
小
松
霞
嶋
に
花
闘
を
設

け
、
大
亭
を
治
戯
曲
.
自
ら
出
で
給
う
て
指
法
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
三
蜜

記
等
に
見
ゆ
れ
ど
、
光
高
卿
は
既
に
是
よ
り
さ
き
正
保
二
年
四
月
五

日
逝
去
な
れ
ば
、
夫
れ
よ
り
以
前
の
事
た
る
べ
し
。
但
し
右
の
事
件
、

一
本
微
妙
公
夜
話
録
に
は
、
金
津
抜
本
丸
に
有
v
之
石
の
内
、
庭
石
に

御
盤
み
に
て
、
灘
長
兵
衛
に
被
=
仰
付
-
取
り
に
被
v
譜
。
長
兵
衡
人
足
召

漣
罷
越
底
、
石
川
門
の
番
人
共
承
知
設
さ
宇
。
本
多
・
横
山
雨
大
老
へ

建
し
け
る
に
、
筑
前
様
の
御
意
た
く
て
は
、
披
中
草
木
の
葉
と
て
も
、

私
に
は
都
知
E

指
上
-
皆
申
す
に
付
、
長
兵
街
罷
蹄
共
段
言
上
す
。
安
易
・

布
の
御
書
頂
織
の
後
.
安
易
・
山
披
御
仕
置
の
伺
事
に
‘
雨
入
共
小
松

へ
罷
出
、
御
前
へ
出
づ
る
庭
、
雨
入
に
砲
を
申
度
事
有
v
之
侯
へ

E

も
、
伎
を
以
可
昌
申
入
-
事
に
無
v
之
故
、
逢
候
て
砲
を
申
度
、
い
つ
ぞ
や

金
棒
城
中
へ
石
を
取
り
に
佃
源
太
左
衛
門
遣
し
候
鹿
に
、
越
不
v
申

候
。
商
人
共
に
能
き
も
の
と
思
ひ
、
筑
前
へ
譜
し
候
へ
ど
も
、
是
程

迄
と
は
不
b

思
候
。
筑
前
よ
り
不
=
申
渡
4

候
は
宮
、
越
申
間
敷
と
申
段
、

元
大
慌
に
思
召
段
御
意
被
v
成
候
。
雨
入
難
v
有
存
、
山
披
は
涙
を
流

し
、
安
房
は
左
様
に
思
召
侯
哉
と
申
候
。
何
茂
振
廻
返
し
候
へ
由
御

此
の
氷
室
は
)
醤
藩
中
は
藩
侯
の
召
上
が
ら
る
L
氷
雲
を
貯
ふ
る
室

に
て
、
玉
泉
院
丸
の
築
山
の
麓
に
‘
二
聞
に
四
聞
許
の
穴
磁
を
諮
り
、

戸
室
石
に
て
積
み
立
て
た
り
。
右
氷
室
は
手
木
足
鞭
の
主
附
に
て
、

毎
歳
般
寒
の
頃
清
潔
た
る
積
雲
を
箱
詰
に
た
し
、
此
の
室
に
納
め
、

移
多
の
零
を
集
め
箱
の
廻
り
を
詰
め
置
き
、
六
月
朔
自
に
取
出
し
指

上
ぐ
る
例
友
り
し
と
一
広
ふ
。
右
氷
室
は
、
醤
審
五
世
参
議
綱
紀
卿
の

時
命
ぜ
ら
れ
た
る
鹿
に
て
、
共
の
以
前
は
加
州
石
川
郡
倉
谷
よ
り
進

献
す
と
い
へ
り
。
三
州
地
理
志
に
、
倉
谷
奮
記
同
d

実
正
十
一
年
六

月
朔
。
倉
谷
村
始
献
昌
氷
雲
吋
按
宇
る
に
今
年
石
川
・
河
北
雨
郡
盟
主
賜
昌

高
徳
公
-
入
量
歩
調
ν
之
敗
。
賜
=
青
銅
一
貫
文
-
云
々
。
共
後
遺
=
氷
室
於

城
中
-
故
。
元
職
六
年
止
4

と
見
b
.
可
制
制
小
訟
に
は
、
倉
谷
村
よ
り
氷

を
献
宇
る
事
、
天
正
十
二
年
高
徳
公
奥
昌
佐
々
成
政
-
合
職
の
節
、
倉
谷

村
の
百
姓
陣
屋
の
大
鋸
・
柏
人
役
等
勘
る
に
付
、
印
替
を
以
て
締
役
菟

許
せ
ら
る
。
依
v
之
共
御
雌
と
し
て
、
六
月
朔
金
津
城
内
へ
始
め
て
氷

を
献
じ
け
り
。
錫
=
褒
美
-
青
銅
二
質
文
を
賜
は
る
。
微
妙
公
寛
永
二
年
'

に
も
、
佳
品
先
例
-
印
書
を
賜
は
る
。
右
雨
過
の
印
番
、
今
高
坂
村
の
民

家
に
あ
り
。
倉
谷
村
に
は
、
兵
器
を
持
ち
停
へ
た
り
。
夫
れ
よ
り
以

来
毎
歳
献
納
せ
し
属
、
元
総
五
年
以
来
御
用
無
v
之
皆
命
下
り
て
止
み

金
滞
古
強
志
巻
四

..... 
r、

一
作
し
た
が
は
ぬ
子
と
あ
り
。
と
い
へ
り
。
叉
可
観
小
訟
に
は
‘
金

津
披
大
手
檎
蜜
石
垣
の
内
大
石
.
一
つ
、
小
松
の
御
披
に
御
用
侯
と

て
‘
御
使
者
人
夫
召
具
し
取
り
に
参
り
候
。
本
多
政
重
・
横
山
長
知
執

政
と
し
て
御
留
守
相
勤
む
。
雨
入
承
候
て
、
御
減
石
垣
の
儀
は
不
-
存

寄
-
儀
也
。
少
将
様
の
御
意
無
v
之
て
は
難
=
相
渡
-
皆
申
問
。
共
趣
を
東

都
へ
申
上
ぐ
る
に
、
雨
入
へ
自
筆
の
御
書
被
v
下
、
中
納
言
様
御
年
寄

ら
せ
ら
れ
候
へ
ば
、
如
何
様
の
事
に
て
も
御
心
に
さ
か
ら
は
ね
や
う

に
と
て
、
御
替
の
端
に
古
歌
の
よ
し
に

τ
一
首
書
き
載
せ
給
へ
り
。

芦
の
業
を
訟
と
せ
ば
雁
の
聾
ぞ
す
る

山
城
飛
脚
を
以

τ、
此
皆
江
戸
へ
言
上
す
る
に
、
筑
前
様
御
書
被
a
成
一

下
一
中
納
言
殿
御
用
と
あ
ら
ば
、
磐
ひ
大
手
石
垣
の
か
E
石
に
て
も
、

檎
を
壊
ち
て
可
=
指
上
-
と
の
御
文
言
に
て
、
端
書
に
。

芦
の
業
を
ふ
く
め
る
雁
の
聾
立
て
A

治
る
か
た
る
子
は
貌
の
め
づ
ら
ひ

す
・
窓
際
・
な
き
子
は
親
の
わ
づ
ら
ひ

按
宇
る
に
、
右
一
本
夜
話
録
に
撲
る
に
‘
大
手
檎
護
の
石
垣
の
大
石

な
ど
‘
晶
、
迫
々
一
週
間
せ
し
も
の
也
。

O
玉
泉
院
丸
氷
室

ぬ
。
と
い
へ
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
元
総
十
六
年
正
月
倉
谷

村
・
二
叉
村
肝
煎
連
名
の
寄
付
に
は
、
倉
谷
凶
ク
谷
村
よ
り
氷
上
げ

申
す
始
は
、
大
納
言
様
天
正
十
二
年
五
月
十
自
に
、
諸
役
御
菟
之
御

印
頂
鍛
仕
る
・
K
付
、
需
品
御
砲
-
同
年
六
月
朔
日
氷
指
上
候
成
、
如
何
之

儀
に
而
氷
献
上
仕
候
哉
と
御
等
故
‘
今
日
之
御
翻
に
指
上
申
旨
御
諦

仕
る
。
夫
れ
よ
り
毎
年
上
げ
来
候
由
承
停
仕
る
。
と
記
載
す
。
さ
れ

ぽ
前
頴
三
州
地
理
志
に
引
設
せ
る
倉
谷
奮
記
に
、
初
め
て
進
献
せ
し

事
を
天
正
十
一
年
六
月
朔
と
注
し
‘
高
徳
公
金
津
入
城
の
籾
欺
と
載

せ
た
る
は
制
限
怠
り
。
倉
谷
四
ヶ
谷
村
は
‘
土
屋
義
休
の
大
路
水
経
K
.

奥
に
二
俣
村
・
倉
谷
村
、
ロ
に
見
定
村
・
日
尾
村
あ
り
。
右
四
ク
村
よ

り
、
毎
年
六
月
朔
日
氷
室
の
氷
を
金
府
城
へ
献
宇
る
例
也
。
と
い
へ

り
。
此
の
四
ク
村
は
、
犀
川
の
水
源
な
る
深
山
幽
谷
の
僻
邑
に
て
‘

惣
名
を
倉
谷
と
呼
べ
り
。
加
賀
古
跡
考
に
、
倉
谷
の
氷
室
は
、
先
君

此
漣
御
領
地
と
な
り
し
よ
り
と
の
か
た
、
毎
年
六
月
朔
日
此
阻
ク
村

よ
り
氷
を
献
宇
れ
ば
‘
料
足
四
百
疋
を
賜
は
る
恒
例
た
り
し
に
、
元

秘
年
間
財
用
勘
時
の
評
議
起
り
て
牟
減
を
賜
は
る
事
に
成
り
し
が
、

叉
共
翌
年
よ
り
は
踊
e
省
略
の
沙
汰
に
て
、
綾
に
日
傭
銭
を
賜
は
る

の
み
と
た
り
、
共
後
披
郭
の
中
広
氷
を
貯
ふ
る
事
と
怠
り
て
、
い
つ

七




